
職場教研報告 
「布マスクを作ろう」   

中野立志館高校 小林ちひろ 

 ４月が始まったと思ったらコロナで再び休校が続き、誰も経

験したことのない日々が続いています。マスクが手に入りませ

ん。（これを書いている５月現在は少しずつ手に入るようにな

ってきましたが、高い上に、小顔だの大顔だの子ども用だのな

どとサイズには文句は言えない状況です）そんな中、マスクが

手に入らないなら作りましょう、と本校の家庭科の先生方が声

をかけてくださり、職場教研「布マスクを作ろう」があっという

間に実現しました。三密を避けるために何回にもわたって開催

していただきました。

材料のガーゼ、さらし

等の布やゴムまで品

薄状態という中、方々

を探し回って調達し

てきていただいたり、使えるものを持ち寄ったりして、素敵な

材料が集まりました。十何年ぶりにミシンに触るという初心者

たちを優しく丁寧に指導くださり、次々と魅力的なオリジナル

マスクが出来上がりました。紹介していただいたのは「折って

縫うだけマスク」」「プリーツ入りマスク」「立体マスク」の３

種類。３種類のマスクをすべて作った人、家族全員分作った人、

サイズを細かくカスタマイズして完璧な自分専用のマスクを

作った人と

十 人 十 色

で、皆大満足でした。同じ頃、アベノマスクも学校に届

きました。賛否両論のアベノマスクですが、講師の千村

先生によると、ゴムは柔らかくてとてもいいゴムなの

で取っておいて自分の手作りマスクに使うのがおスス

メだそうです！これから暑くなるので薄手の生地で作

ってみよう、こちらの作り方でも作ってみよう、とまだ

まだたくさん作ろうと盛り上がっています。転勤して

きたばかりで先生方の名前も分からない上に、歓迎会

もいつになるやらという中で、マスクを作りながらのちょっとした雑談が大変ありがたかったです。 
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必要火急の講習会 

上田千曲分会 

 さあさ、お立ち会い、ご用とお急ぎのないかたは、さあさ、ごゆっくりお立ち会い…… 

 世界中がすっかりコロナに翻弄され、こんな口上で人を集めれば顰蹙ものですが、世の中いかに不要

不急がお金を回し、私たちに潤いや豊かさや笑いを届けているかわかったのではないでしょうか？ 

 ところで、上田千曲高校では、必要火急の講習会を実施しました。 

「先生方には職務の一部としてマスク着用をお願いしていますが、マスクの品薄が今後も続くことが考

えられます。 

 今回、家庭科の先生方のご協力をいただき、司書のＳ先生、定時制養護のＳ先生から優しくレクチャー

を受けながら製作します。２枚目のマスクにいかがですか？」 

 という、養護のＩ先生のお誘いで、4月 17日(金)午後、『手作りマスク講習会』を開き、職種を越え 40

名以上の職員が集まりました。 

 ミシンを初めて扱う先生に、ミシン扱いに慣れた先生が寄り添い、親切に教えている光景があちこち

に見られ、三密の禁を犯した研修であったことは否めなせんが、楽しくも充実したひとときでした。 

(報告・大須賀) 

 

 

 

 

塩尻志学館高等学校職場教研             塩尻志学館高校 堀剛久 

COVID-19 の感染拡大にともない、生徒が学校に来なくなった。テレワークによる仕事が増えている

のか、通勤時の車の量も減ったように感じた。社会は動いているのか、緩やかなのかわからないような日

常。ゆったりとした生活の中ふと景色を見渡せば、山の木々は萌え徐々に緑が濃くなっていく。最近は異

常気象だとか言われているけれど、人がいないと自然はいつも通り普通に生活していることを感じる。

塩尻志学館高校のワインブドウたちも例外ではなかった。 

なかなか収まりそうにない感染拡大。そして思いついた。これを機に志学館の先生方に農業の授業の

PR をしよう！身近なのにやったことが無いことを経験してもらおう！（本音は皆さんの想像通り）そう

思って計画した第 1 回目の企画。予想した参加者は 5 人。ところが実際には 20 人位集まっていただい

た。おかげで作業はあっという間におわってしまった。お土産もなし…だから反省して、2 回目はブドウ

の芽かきの実習の後にお土産を用意した。 

みんな楽しそうに作業をしている姿を見て思ったことがある。仕事だとか勉強だとか、「やらなければ

ならないこと」っていうものは、プレッシャーがあり少し大変なイメージになる。でも、「やってみたい

な」とか「面白そうだな」って興味をもってやると、同じことやっているはずなのに明るい雰囲気になっ

ている。大人も子供も変わらない。どうせやるなら楽しいほうがいい。 

興味を持たせることが僕の仕事なんだな。 



COVID-19 によって、学校の実験実習のスタイルが大きく変わろうとしている。いよいよ生徒たちが

来る。慌てずゆっくり楽しくやりたいな。                     

 

第 2 回目芽かきの実習の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第 2 回芽かきの実習の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 回目の実習の写真以下 

 

 

 

 

 

 

 


